第42回（2011年）大会特集号［技術報告］原稿執筆上の注意点
第42回大会特集号編集委員会（技術報告部門）2011.3.9
　「技術報告」の発表をお申込みいただき，ありがとうございます。
　早速ですが，ご存じのとおり，大会特集号は印刷所で版を組むのではなく，皆様の原稿から直接版下を作成します。従って，刷り上がり時に統一されたフォーマットにするためには，執筆要領に指示がない点にもご注意いただく必要があります。そこで，以下に間違えやすい点，望ましい点などを示しますので，これらにご配慮いただき，ご執筆賜りますようご協力をお願い申し上げます。
　なお，執筆要領には「2.1表題，著者名，所属，摘要およびキーワードの部分は1段落とし，すべて左寄せ，右インデント50mmとする。」となっておりますが、一昨年度より通常号の「技術報告」フォーマット（著者所属まで段組なし，摘要から2段組）に統一いたしましたのでご注意願います。また昨年度より、通常号と同様に1ページ目の下に連絡先著者（永続的に対応される方）の欄を設けましたので、記入していただくとともに、該当著者名の後ろに「＊」の記入をお願いします。
「全体」
○「余白」：上35 mm，下30 mm，左右17 mm。
○「フォント」：和文は全角（カタカナ，句読点も），英数字は半角（%，m2，m3，cm，mmなどの単位も）。太字指定箇所では，全角文字はMSゴシック太字，半角文字はCentury太字。通常（細字）は，全角はMS明朝，半角はCentury。
　　なお，「℃」は全角特殊文字のMS明朝・MSゴシックで構わない。また，“リットル”はCentury「l」では数字の「1」と見分けが付きにくいので，Century大文字（半角）で「L」，イタリックで「l」，MS明朝（全角特殊文字）の「ℓ」，カタカナで「リットル」等として構わない。
　　ただし，全角特殊文字の％，㎜，㎝，㎞，㎎，㎏，㏄，㎟，㎠，㎡，㎢，㎣，㎤，㎥，㎦などは，半角のCenturyで記述可能なので，使わないこと。
○「句読点」：「，」と「。」を使う。「、」は使わないこと。また全角とすること。
○「括弧類」：「（」や「）」はできるだけ全角にして下さい。半角にしても構いませんが，全文で統一して下さい（全角と半角を混用しないで下さい）。
「原稿種別・表題・著者名・著者所属」
○「右インデント」：紙右端から50 mm。
○「原稿種別」～「表題」下の空行までの行間：18 p. 固定値。
○「原稿種別」：14 p.，和文は全角MSゴシック太字，英数字は半角Centuryイタリック太字。
○「表題」：16 p.，和文は全角MSゴシック太字，英数字は半角Century太字。2行にまたがる場合は，右インデント50mmにこだわらず，きりの良いところで改行しても良い。改行する場合は，行間18 p.固定値。
○「著者名」～「著者所属」下の2行空行の行間：14 p. 固定値。
○「著者名」：14 p.，和文は全角MSゴシック太字，英数字は半角Century。
○「所属」：11 p.，和文は全角MS明朝，英数字は半角Century。
○「キーワード」と「本文」間の空行：行間18 p.固定値で，2行分。
「摘要・キーワード・本文」
○ 摘要以降「段組」：2段組，段間4～6 mm。左右を揃える（右側不揃い注意）。
○「摘要」～「キーワード」までの行間：12 p. 固定値。
○「摘要」：8.5 p.，「摘要：」は全角MSゴシック太字，それ以降，和文は全角MS明朝，英数字は半角Century。300字程度（11行以内），1段落（改行しない）。1行29文字。自動設定の場合，1行28文字になることがありますので，変更して下さい。
○「キーワード」：8.5 p.，「キーワード：」は全角MSゴシック太字，それ以降，和文は全角MS明朝，英数字は半角Century。6語以内。複数行になる場合は行間12 p.固定値。
○「キーワード」～「本文」間の空行：本文と同じ行間（1行）で2行分。
○「本文」の文字数・行数：1行27文字，1頁48行分。
○「本文」の行間：1行。
○「本文」：9 p.，和文：全角MS明朝，英数字：半角Century。数値と英数字単位（英数字どうし，および「℃」なども）の間には，半角スペースを入れる。
○「大見出し」：9 p.，和文：全角MSゴシック太字，英数字：半角Century太字。半角の「番号」＋全角の「．」＋「見出し」，もしくは半角の「番号」＋半角の「.」＋「半角スペース」＋「見出し」。
　　HP上の［原稿サンプル］にならい，“2行センタリング”を使って下さい（投稿規定と異なります。）行間を1行から2行に変更することで可能です。
○「中・小見出し」：左寄せ（スペースは入れない）。上・下に空行は入れない。本文と同じフォントを使う（太字にしない）。番号と見出しの間は全角スペース。なお，「2.1.1　見出し」のように表記し，「2.1.1.」（最後にピリオドを入れる），「2-1-1」（ハイフンを入れる）などは使わないで下さい。
○「図・表・写真のタイトル」：左寄せ（スペースは入れない）。8.5 p.。番号は「図-1」のようにハイフンを入れ，「図」，「表」，「写真」はMSゴシック太字，ハイフンと数字はCentury太字とする。番号の後に全角スペースを入れタイトルを記述する。タイトルは，和文はMS明朝，英数字はCentury（太字にしない）。
　　2行以上になる場合は，2行目以降は左インデントする。インデント量は，全角1文字分，または1行目のタイトル行頭に合わせるなど，任意とする。
　　なお，［執筆要領］のとおり本文内に挿入して（オブジェクトとして貼り付けないで）下さい。
○「図・表・写真の貼り付け位置」：［執筆要領］のとおり“ページの天地に寄せる”として下さい。“本文の天地”ではありません。また，図・表・写真は，本文枠から大きくはみ出ないようにして下さい。
○「引用文献」：9 p.，MSゴシック太字。段内でセンタリング（左右センタリング）。2行センタリングは，本文大見出しと同じ（投稿規定と異なります）。
○「引用文献」リスト：行間・1行文字数は摘要と同様（行間12 p.固定値，1行29文字）。8.5 p.，和文は全角MS明朝，英数字は半角Century。
　　なお，詳しい記載方法は，学会ホームページの学会誌通常号の執筆要領に記載例が掲載されているので参照して下さい。単行本などもページ数（引用頁または全頁数）が必要です。
　　欧文（半角）の場合は，「,」の後，「:」の前後，「(」の前，「)」の後，引用頁の「pp. 頁」の間，全頁数の「頁 pp.」の間の半角スペース，および最後のピリオド「.」も忘れやすいので注意して下さい。ただし，HPアドレスの場合は，最後のピリオドは入れないで下さい。
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